
100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（万人）

'87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17 '18

新卒採用・就職の今
大卒求人倍率の推移、採用・就職環境における企業と学生の概観は？

　『ワークス大卒求人倍率調査』（リクル

ートワークス研究所、2017年4月26日

発表・グラフ❶）によると、2018年3月

卒業予定の大学生･大学院生対象の大

卒求人倍率は1.78倍と、前年の1.74

倍とほぼ同水準だった。全国の民間企

業の求人総数は、前年の73.4万人から

75.5万人へと2.1万人増加し、バブル期

（1992年卒・73.8万人）をしのぐ水準に。

一方、学生の民間企業就職希望者数は、

42.3万人と、前年42.2万人とほぼ同水

準だった。

　大卒求人倍率は、企業の採用意欲が

拡大した08年卒・09年卒では2.14倍に

達したが、10年卒からリーマン・ショック

の影響で急降下。しばらく低迷を続けた

後、15年卒から回復傾向に転じた。

　18年卒の求人倍率を従業員規模別に

見よう。「300人未満」「300～999人」

「1000～4999人」「5000人以上」の順

に、6.45倍、1.45倍、1.02倍、0.39倍

と、「300人未満」の中小企業が突出。前

年の4.16倍から2.29ポイントの増加を示

している。

　業種別で見ると、「流通業」「建設業」

「製造業」「サービス業・情報業」「金融

業」の順に、11.32倍、9.41倍、2.04倍、

0.44倍、0.19倍となっており、「流通業」

と「建設業」の高さが際立っている。「流

通業」は、前年の6.98倍から4.34ポイン

ト、「建設業」は、前年の6.25倍から3.16

ポイントの上昇と、急激に増加。一方で、

「金融業」は、調査開始以来の最低水準

だった14年卒の0.18倍に匹敵する低水

準となっており、業種ごとの人材需給に

差異が見られる。

　中途採用市場では、17年の平均有

効求人倍率（厚生労働省）は1.50倍（※

1月30日発表）で、史上2番目の高水準。

Part1 新卒市場を取り巻く環境

大卒求人倍率は1.78倍。
売り手市場が続く

❶ 新卒採用の歴史と大卒求人倍率・求人総数・民間企業就職希望者数の推移
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臨
時
教
育
審
議
会
が「
青
田
買
い
是
正
」を
打
ち
出
す

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」施
行
。
一
般
職
、
総
合
職
の
コ
ー
ス
別
採
用
が
ス
タ
ー
ト

就
職
協
定
改
定
。「
会
社
訪
問
開
始
8
月
20
日
、
内
定
開
始
11
月
1
日
」に

就
職
協
定
改
定
。

「
企
業
等
の
説
明
お
よ
び
個
別
訪
問
開
始
8
月
20
日
、
内
定
開
始
10
月
1
日
」に

就
職
協
定
改
定
。

「
企
業
等
の
説
明
お
よ
び
個
別
訪
問
開
始
8
月
1
日
」に「
大
学
名
不
問
採
用
」が
登
場

厳
選
採
用
に
よ
り
、
理
系
学
生
、
推
薦
枠
で
も
不
採
用
に
な
る
ケ
ー
ス

が
続
出

「
就
職
氷
河
期
」が
本
格
化
。
企
業
は
低
コ
ス
ト
で
の
人
材
確
保
に
。

学
生
は「
入
り
た
い
」企
業
よ
り
も「
入
れ
る
」企
業
を
優
先

円
高
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
の
影
響
で
、
企
業
が
採
用
人
数
を
さ

ら
に
引
き
締
め
る
。
女
子
学
生
の
就
職
難
が
社
会
問
題
化

就
職
情
報
サ
イ
ト
が
誕
生

大
卒
求
人
倍
率
が
初
め
て
１
・
０
０
倍
を
下
回
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
就
職
志
向
が
高
ま
る

大
卒
者
の
無
業
者
化
が
問
題
視（
２
０
０
０
年
卒
者
で
無
業
者
が
2
割
を
超
え
る
）。

フ
リ
ー
タ
ー
増
加
の
問
題
も
浮
上

採
用
意
欲
が
多
少
回
復

景
気
低
迷
の
中
、
好
業
績
で
あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
、

製
造
業
や
流
通
業
で
の
採
用
予
定
数
が
増
加

大
手
・
中
堅
企
業
で
は
採
用
数
倍
増
に
対
し
て
、

中
小
・
零
細
企
業
で
は
、
低
迷
不
調
に
よ
り
採
用
数
減

景
気
回
復
と
と
も
に
、
大
企
業
か
ら
中
小
企
業
ま
で
採
用
意
欲
が
増
す

企
業
の
採
用
意
欲
が
拡
大
し
、
採
用
予
定
数
は
、
バ
ブ
ル
経
済
期
を
上
回
る
。

大
卒
求
人
倍
率
は
16
年
振
り
に
2
倍
を
超
え
る 

大
卒
求
人
倍
率
が
低
下
。
厳
選
採
用
の
見
通
し
と
な
っ
た
一
方
、

大
企
業
で
は
採
用
予
定
数
が
大
幅
に
増
え
、
採
用
意
欲
回
復
の
兆
し
も
見
え
た

経
団
連
が「
倫
理
憲
章
」を
改
定
。
２
０
１
３
年
卒
の
採
用
選
考
活
動
は

「
広
報
活
動
開
始
12
月
1
日
、
選
考
活
動
開
始
4
月
1
日
」に（
２
０
１
５
年
卒
ま
で

維
持
）

政
府
の
要
請
に
よ
り
、
経
団
連
が「
採
用
に
関
す
る
指
針
」を
発
表
。

２
０
１
６
年
卒
の
採
用
選
考
活
動
は「
広
報
活
動
開
始
3
月
1
日
、
選
考
活
動
開
始

8
月
1
日
」に

企
業
側
、
大
学
側
、
政
府
の
協
議
を
踏
ま
え
、
経
団
連
が「
採
用
に
関
す
る
指
針
」を
改
定
。

２
０
１
７
年
卒
の
採
用
選
考
活
動
は「
広
報
活
動
開
始
3
月
1
日
、
選
考
活
動
開
始
6
月
1
日
」に

売
り
手
市
場
が
加
速
。

若
者
雇
用
促
進
法
で
学
生
へ
の
情
報
開
示
が
義
務
付
け
ら
れ
る

政
府
主
導
の「
人
生
１
０
０
年
時
代
構
想
会
議
」が
ス
タ
ー
ト

大
卒
求
人
倍
率
が
、
統
計
開
始
後
最
大
値
を
記
録
。

「
花
長
風
月
」（
花
形
企
業
長
期
休
暇
社
風
が
よ
い
月
給
が
高
い
）と
い
う
言
葉
も
流
行

就
職
協
定
変
更
。「
採
用
選
考
開
始
は
8
月
1
日
前
後
を
目
標
と
し
て
、
企
業
の
自
主
的
決
定
と
す
る
」に
。

日
程
は
企
業
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
た
。
売
り
手
市
場
が
完
全
に
崩
壊
。

企
業
は“
質
”重
視
に
シ
フ
ト〈
就
職
氷
河
期
〉

就
職
協
定
改
定
。「
企
業
説
明
会
開
始
8
月
20
日
、
会
社
訪
問
開
始
9
月
5
日
、
内
定
開

始
10
月
15
日
」に
。
大
手
企
業
を
中
心
に
協
定
は
順
守
さ
れ
る
が
、
解
禁
日
を
境
に「
超
大

手
企
業
」に
よ
る
学
生
の
拘
束
が
続
い
た

就
職
協
定
の
廃
止
。
企
業
・
学
生
と
も
に
、
暗
中
模
索
の
動
き
。
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

1
カ
月
の
早
ま
り
が
見
ら
れ
、
各
プ
ロ
セ
ス
の
ピ
ー
ク
も
分
散
化
。
外
資
系
企
業
へ
の
人
気
が
高
ま
る

経
団
連
が「
倫
理
憲
章
」を
制
定
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の「
２
０
０
０
年
問
題
」に
よ
り
、

一
部
の
企
業
で
採
用
意
欲
が
高
ま
る
が
、
全
体
的
に
は
採
用
予
定
数
は
減
少
へ
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労働市場のひっ迫が続いている。

　新卒の採用活動において、企業が直

面している課題にはさまざまなものがある

が、その大前提となるのが、昨今の「人

材不足」。企業の多くがさまざまな手段を

用いて人材獲得のために動いているため、

マッチングプロセスは多様化している。中

途採用で広く用いられる人材紹介、イン

ターンシップによる学生との早期接触や、

企業から学生にオファーする逆求人型採

用など、今や多くの種類が見られる。加

えて、AI（人工知能）をはじめとするテクノ

ロジーを活用した採用活動や人材育成、

人事評価などの業務改善を行う「HRテッ

ク」は、 “働き方改革”なども背景に広がり

の兆しを見せている。こうした変化につい

ては、Part３で詳述する。

　一方学生側では、平均内定取得社数

は増加し、それに伴い内定辞退率も高ま

った。加えて、「ブラック企業」という言葉に

象徴されるように労働環境への関心が高

く、ワーク・ライフ・バランスを重視する傾向

があるのも、近年の学生の特徴だ。当研

究所が17年5月に行った「働きたい組織

の特徴（2018年卒）」の調査では、「仕事

と私生活のバランスを自分でコントロール

できる」という項目が高い支持を得た。

　このように、新卒採用市場では現在、

人材囲い込み競争が激化していることを

背景に、企業側においてはマッチングプ

ロセスやツールの多様化が進み、学生側

においては企業選定においてワーク・ライ

フ・バランスを今まで以上に重視しつつ、

複数の内定先から入社企業を選ぶ、とい

った図式が見てとれる。こうした現状や政

府の施策動向を踏まえつつ、2019年卒

新卒採用の見通しと、これからの新卒採

用市場の展望についても後のページで

紹介したい。

マッチングプロセスが多様化し
学生のマインドにも変化が

出典：リクルートワークス研究所『ワークス大卒求人倍率調査』

※年表は、就職みらい研究所で作成
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日
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の
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に
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、
経
団
連
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■ 求人総数　■ 民間企業就職希望者数　  大卒求人倍率

業
績
の
好
調
企
業
群
や
新
規
事
業
展
開
・
店
舗
拡
大
に
伴
う
増
員
計
画
な
ど
に
よ
り
、

採
用
予
定
数
が
微
増
。
運
輸
、
旅
行
業
界
へ
志
望
傾
向
が
鮮
明
に

採
用
予
定
数
が
過
去
最
大
に
な
っ
た
が
、
9
月
、
リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
景
気
悪
化
へ
。

派
遣
切
り
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
、
春
先
の
採
用
意
欲
も
減
退
傾
向
。

一
部
に
内
定
取
り
消
し
も
見
ら
れ
た

採
用
予
定
数
は
減
少
し
た
が
、
新
卒
採
用
自
体
へ
の
意
欲
は
あ
る
状
況
に
。

中
途
採
用
を
や
め
て
も
、
新
卒
採
用
を
行
う
企
業
が
見
ら
れ
た

1.78
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